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10月4日（火）開催の安全講話会



　10 月４日（火）午後１時 30 分より、三郷市健康福祉会館５階会議室において、33 名の会員の
皆さんに参加をいただき、安全講話会を開催しました。
　目黒 正明 安全・適正就業委員会委員長の開会のあいさつの後、初めに埼玉県吉川警察署交通
課交通総務係 巡査　石橋 光夏 様より、「高齢者の交通事故防止」について講話を頂きました。
　まず、夜間の交通事故防止についてドライバーの夜間の視認性は、暗い色の服装より明るい色
の服装が良く、反射材を活用することで視認できる距離は、暗い服装時の２倍以上になるとの説
明がありました。
　また、横断歩道でのハンドサインについて、横断歩道は歩行者優先だが、ドライバーに横断の
意思を明確に伝えることも大事で、横断しないときは横断歩道の近くに立たないなど、ドライバー
が迷わずに停止できるよう、歩行者側の配慮も必要との説明をいただきました。
　埼玉県では、高齢者の交通事故が多発しており、「歩行中」「自転車乗用中」の事故が他の年代
に比べて多く、夜間の事故も多いとのことです。交通事故を他人事と考えず、「だれでも交通事故
に遭う危険性がある」ことを常に意識することが大切とのことです。
　次に、埼玉県吉川警察署生活安全課生活安全係 巡査　猪又 真由子 様より、「特殊詐欺被害防止」
について講話を頂きました。令和４年１月から現在までの吉川警察署管内の振り込め詐欺は 39 件、
被害金額は、6,2 6 4 万円、そのうち三郷市は 29 件、被害金額は 4,2 4 7 万円とのことです。特殊
詐欺の犯人から電話がかかってきたとの通報も毎日のように寄せられており、「自分は騙されるは
ずがない。」「うちの親は大丈夫。」などといった先入観は捨てて、普段から家族や身近な人と気軽
に相談できる環境づくりが大切で、「家族で合言葉を決める」「犯人からの電話をとらなくてすむ
ように在宅中も留守番電話にセットする」「防犯機能付き電話を使用する」などして、被害に遭わ
ないための対策を取るようにとの説明を頂きました。
　さらに、三郷市スポーツ健康部 健康推進課　主幹　津久井 幸 様より、「すこやかみさと健康体
操」について講話を頂きました。すこやかみさと健康体操は、三郷市民の歌「若い三郷」の軽や
かなリズムに合わせて、口ずさみながら気軽に
体操ができる「市民の体操」です。この体操は
全身の筋肉を使うため、怪我やロコモ予防に効
果があり、心身のリフレッシュにも適している
とのことです。説明の後、すこやかみさと健康
体操普及スタッフの皆様からご指導を頂きなが
ら体操を行いました。
　最後に、市村 よし子 安全・適正就業委員会副
委員長が閉会のあいさつを行い終了しました。

令 和 4 年 度  安 全   講 話 会 開 催 報 告令 和 4 年 度  安 全   講 話 会 開 催 報 告

埼玉県吉川警察署　交通課埼玉県吉川警察署　交通課
交通総務係交通総務係

巡査　石橋　光夏　様巡査　石橋　光夏　様

閉会の挨拶をする閉会の挨拶をする
市村副委員長市村副委員長

すこやかみさと健康体操普及スタッフによる健康体操すこやかみさと健康体操普及スタッフによる健康体操 挨拶をする目黒委員長と参加者の皆さん挨拶をする目黒委員長と参加者の皆さん
−　2　−



特殊詐欺の犯人 にお金を騙し取られないためにはどうするべきか

不審な電話が来たらすぐに警察に通報を！
吉川警察署　生活安全課　048-958-0110

令 和 4 年 度  安 全   講 話 会 開 催 報 告令 和 4 年 度  安 全   講 話 会 開 催 報 告
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留守番設定や、詐欺対策機能が付いた電話機を使用しましょう。
犯人は自分の声を録音されることを嫌がります。対策1

ナンバーディスプレイの機能がある電話を使用しましょう。
非通知になっていたり、登録がない電話番号からの電話は応答しないでください。対策2

警察や市役所・町役場から、お金の話や、キャッシュカードの話はしません。
もしそのような話が出てきたら詐欺です。
すぐに電話を切りましょう。

対策3
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当センターは、「安全は全てに優先する」を目標に事故ゼロを目指します。
安全就業のお願い

発生日 作業 状況 原因 対策

6 月 28日 就業中
敷物をしてタンスを移動
した際、床を傷つけた。

床に敷物をする前に異
物があるかどうか確認を
しなかった。

床に異物がないか事前に
確認する。
敷物に突起物がないか事
前に確認する。

8月 3日 就業中
マットレスを移動した際、
階段の壁と床に傷をつけ
た。

マットレスのファスナー
が出ていたため、床と
壁に接触してしまった。

作業前に突起物がないか
確認する。

令和4年度事故報告（6～9月）

　9月 30 日現在、傷害事故が 5件、賠償事故が 4件発生しております。昨年度か
らの繰越分を含めると傷害事故が 7件、賠償事故が 6件と、まだ上半期しか経過
していないにもかかわらず前年度の事故件数とほぼ同数となってしまいました。
　事故の多くは、「慣れ」による不注意によるものです。一人ひとりが絶対に事故を起
こさないという強い意識をもち、細心の注意を払いながら就業に望んでいただければ
事故を防ぐことができます。事故撲滅のために「安全心得10ヶ条」を就業の都度確
認し安全就業に心がけるとともに、自宅と仕事先との安全な往復を心がけてください。

安全心得 10 ヶ条
	❶	 作業は、安全第一を心がけ、急いだりあわてたりしないこと
	❷	 器具類は、使用する前に必ず点検すること
	❸	 服装・履物は、作業に合った動き易いものにすること
	❹	 作業前には、軽い柔軟体操をして体をほぐすこと
	❺	 加齢による諸機能の低下を十分認識し、無理をしないこと
	❻	 作業現場は、常に整理整頓を心がけること
	❼	 共同作業は、合図・連絡を密にし正確に行うこと
	❽	 酒気帯びでの就業及び運転は絶対に慎むこと
	❾	 健康には、常に注意し、健康な状態で就業すること
	❿	 十分睡眠をとり、常に万全な態勢に心がけること

〒 341-0041 三郷市花和田 638-1　　FAX：048-952-0949　　E-Mail：misato3@sjc.ne.jp

●応募資格　三郷市シルバー人材センター会員
●応募要領　応募作品は未発表のものに限ります（1 人 2 作品まで）
●応募方法　 会員番号と氏名を明記の上、郵送、FAX、E-Mail でご応募ください。
●担　　当　三郷市シルバー人材センター　業務係　中島

令和 5 年度安全標語令和 5 年度安全標語をを募集募集しますします
　安全就業の推進、事故防止の啓発、安全意識の高揚を図るため、安全標語を募集します。応募
作品は安全・適正委員会で選考し、入賞者には表彰及び記念品の贈呈をいたします。選考されな
くても参加賞をお渡しします。

−　4　−



就業現場を訪問して就業現場を訪問して

除草作業の現場を確認する目黒委員長除草作業の現場を確認する目黒委員長
と齋藤専務理事兼事務局長と齋藤専務理事兼事務局長

齋藤専務理事、古島会員と大木委員齋藤専務理事、古島会員と大木委員

南中学校の下駄箱の掃除をする南中学校の下駄箱の掃除をする
宮田会員宮田会員

足元に注意して階段の清掃を行う足元に注意して階段の清掃を行う
髙見澤会員髙見澤会員

マイナポイントの説明の現場をマイナポイントの説明の現場を
確認する目黒委員長確認する目黒委員長

大木委員と保科会員大木委員と保科会員

　８月の 33℃を超える蒸し暑い中、学校校務と除草作業、マイナポイントの説明の現場を訪問してきま
した。学校校務の現場では、会員がハチに刺されたという場所も確認しました。そこは、生徒さんが利
用する渡り廊下の側に置かれたプランターの植木に巣があったということでした。この時期の外作業は、
熱中症も心配です。適度に水分を補給し、休憩を取りながら作業を行うようお願いしました。
　次の除草作業現場では、安全就業と熱中症対策の観点から作業状況を確認しました。この時期、背の
高い草むらでの作業は蒸し風呂状態になるそうですが、除草の済んだところは何処もきれいな仕上がり
で、丁寧な作業風景でした。ただし、鎌などの道具が置き去りにされた状態で作業が進められている箇
所や、マスクをしたままの会員が見られたので改善を促しました。
　市役所でのマイナポイントの説明の現場では、マイナンバーカードの健康保険証利用と公金受取口座
の登録申込状況を確認しました。ひと頃よりは混雑も減り、落ち着いた状態で作業が出来ているとのこ
とでした。お客様の気持ちに寄り添い、的確な対応を心掛けてください。
 安全・適正就業委員会委員長　目黒　正明

　9 月 27 日（火）、齋藤専務理事、鈴木事務局長補佐と 3 名で会員の就業現場を訪問しました。①三郷
市高州地区文化センター、②三郷市鷹野文化センター、③東和東地区文化センターの３か所を訪問し、
清掃作業状況の確認及び業務遂行上の問題点等を各会員と意見交換しました。３C（センター）は作業
現場が広く、利用者の年代層も幅広いため、仕事量が多くご苦労されてました。会員は、施設の曜日、
時間毎の利用状況を把握し、それぞれ工夫して仕事に取組み効率良く業務してました。①高州地区文化
C ～駐車場の樹木剪定の相談があり、ハチ・毛虫対策も含め、都度、センター責任者に報告・相談して
すすめるように話しました。②鷹野文化 C ～ダンス利用者の靴で床に線がついて消えないので困ってい
る。日々は、水拭きする。これ以上は、年 2 回清掃業者がワックス作業するので任せる様に話しました。
③東和東地区文化 C ～就業現場までは、自転車利用ですが「行き帰りも仕事のうち」交通事故に遭わな
いように話しました。
　今回の現場訪問で、会員は皆さん、健康維持のために積極的に仕事に取り組んでるとの話を聞き安心
しました。また、日々の業務遂行上、就業先の責任者とのコミュニケーション（報連相）は重要と再認
識しました。 安全・適正就業委員会委員　大木　実
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職 群班の紹介職 群班の紹介（VOL．23）（VOL．23）

グループの人数、役割、就業先のことなどＱ１ 仕事をしていて大変なところはＱ２
仕事をしていて良かった・嬉しかったことはＱ３

職群班とは……会員の共働・共助を基本に連帯意識と親睦を基調とし、安全な作業遂
行を促進することを目的とした職種ごとの仕事別グループです。

A１ 会員 3名により、ローテーション就業をしています。
1階　事務所、役員室、コピー室、相談室、ロビー等、トイレ
2階　会議室等 5室、ロビー、トイレ
3階　書庫等、トイレ
1階は毎日すべての部屋の清掃を行います。2階 3階は、ロビーとトイ
レ以外は 3人で清掃場所を分担しています。通常は商工会会員の方が相
談に来られますが、税金申告の時は 2階も 1階も多くの商工会会員さ
んが見えて職員さんも大忙しで大変そうです。

A１ 会員 13名で月曜日から金曜日までシフト交代をしながら勤務をしていま
す。
午前・午後3名ずつ勤務し、受付1名、パソコン操作2名で対応をして
います。
業務内容は、マイナンバーカード取得者・健康保険証利用申し込み・公
金受取口座登録をしたお客様を対象に、お客様が望まれるキャッシュレ
ス決済サービスと紐づけをし、ポイント申込のお手伝いをしています。

A２ 来館者に不快感を与えないよう、特にロビー・相談室は清掃しています。
階段は 1階から 3階までなので、転ばないようにゆっくり確実に清掃
しています。
夏場は、2階・3階の温度が高くなるので、熱中症に特に気をつけています。

A２ キャッシュレス決済サービスを利用するにあたり、事前登録が必要なと
ころもありますので、お客様が望まれるものにスムーズに対応できるよ
うに日々勉強をしています。
また、1日 50 名ほど来庁されることもあり、お待ちいただく時間も長
くありますが、全員が同じ説明になるように心掛けて仕事をしています。

A３ 職員の皆さんが、「おはようございます」「おつかれさま」と全員で答え
てくださるのがとても気持ちいいです。
また、「綺麗になりましたね！」と言われると嬉しくなります。
� （山田　スミヨ）

A３ ポイント申込みの作業が無事に終わって「ホッ」とされた笑顔を拝見す
ると、『お手伝いをして良かったなぁ。』とうれしくなり、思わず「お買
い物を楽しんでください。」と声を掛けてしまいます。
� （藤掛　光男）

職群：一般作業群　　職種：屋内清掃作業
就業先：三郷市商工会

山田会員と石塚会員山田会員と石塚会員

会議室を清掃中の山田会員会議室を清掃中の山田会員

口元も分かりやすいように口元も分かりやすいように
対応しています対応しています

丁寧に最後まで丁寧に最後まで
サポートいたしますサポートいたします

業務内容：マイナポイント申込等支援事務
三郷市企画政策部情報政策課派遣先

派遣就業の紹介派遣就業の紹介
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東和西地区自主活動を開催東和西地区自主活動を開催「おしゃべり会」「おしゃべり会」

東和西地区懇談会を開催！東和西地区懇談会を開催！

　8月23日（火）午後1時30分から3時まで、戸ヶ崎ふれあい広場で、東和西地区自主活動「お
しゃべり会」を開催しました。
　出席者は、女性会員17人、男性会員15人、事務局2人の合計34人でした。目黒代表班長の司会
でスタートし、自己紹介に続いて、久しぶりの登場となった新野田さんのマジックに皆さん拍手
喝采でした。最後は、お待ちかねのビンゴゲームです。あちらこちらから「リーチ！」「ビン
ゴ！」と声がかかり、大変な盛り上がりとなりました。
　新型コロナウイルス感染症の影響で、会員同士のふれあいが少なくなっていましたが、２年
8ヶ月ぶりの開催となった東和西地区自主活動「おしゃべり会」は、そ
の間を埋めるように、終始皆さんのおしゃべりや笑い声が会場に響いて
いました。
　主催した班長・副班長は、準
備等大変でしたが、無事終了す
ることができ安堵しています。
� 東和西地区2班班長
� 岡本　正俊

手品を披露する新野田会員手品を披露する新野田会員久しぶりの再会に乾杯！久しぶりの再会に乾杯！

１ 開催日　１０月５日（水）
２ 開催場所　三郷市立コミュニティセンター　ホール
３ 内容
　2年10か月ぶりに東和西地区懇談会を開催しました。前半は、事務局から令和４年4月か
ら8月までの事業報告と事故報告並びに安全就業についての説明を行い、引き続いて意見交
換を行いました。
　また、花王グループカスタマーマー
ケティング株式会社�高木和�かよ子�様�
成田�昌子�様を講師に迎え、「暮らしの
キレイ講座」とのテーマで講演会を開催
し、コロナ禍における衛生的で綺

キレ イ
麗な生

活を送る秘訣を楽しく学びました。
手の洗い方と消毒剤の手順を
学びました

目黒代表班長のあいさつ

新年会中止のお知らせ
　令和５年１月の新年会につきましては、新年会実行委員会で協議した結果、新型コロナウイルス
（COVID-19）感染拡大防止のため、開催を中止することを決定いたしました。
　なお、従来の新年会とは違った形式の会員同士の親睦と交流を図る機会を検討しています。
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★
配
分
金
支
払
日
の
お
知
ら
せ

★
配
分
金
支
払
日
の
お
知
ら
せ

　
10
月
分　
11
月
15
日（
火
）

　
11
月
分　
12
月
15
日（
木
）

　
12
月
分　
1
月
13
日（
金
）

　
配
分
金
明
細
書
の
記
載
内
容
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
、速
や
か

に
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、配
分
金
に
は
消
費
税
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、年
間
の

課
税
売
上
高
が
1
，0
0
0
万
円
以
下
の
会
員
の
皆
様
は
消
費
税

免
税
事
業
者
と
な
る
た
め
、納
税
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★★‌‌‌‌

就
業
報
告
書
は
記
入
と
提
出
を
し
っ
か
り
と

就
業
報
告
書
は
記
入
と
提
出
を
し
っ
か
り
と

　
就
業
報
告
書
は
、黒
色
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
ま
た
は
サ
イ
ン
ペ
ン（
鉛
筆

は
不
可
）を
使
用
し
、毎
月
締
日
に
は
、そ
の
月
の
合
計
日
数
と
合
計

時
間
を
記
入
の
う
え
、発
注
者
の
確
認
印
を
頂
き
、３
日
以
内
に
事

務
局
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

★
就
業
案
内
は
お
仕
事
情
報
で
！

★
就
業
案
内
は
お
仕
事
情
報
で
！

　
会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
お
仕
事
の
提
供
は
、急
を
要
す
る
場
合
を
除

い
て
、毎
月
20
日
発
行
の
お
仕
事
情
報
で
行
って
い
ま
す
。

　

必
ず
メ
モ
を
持
参
し
て
、お
近
く
の
施
設
に
足
を
運
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。

【
お
仕
事
情
報
掲
示
場
所
】

東
和
東
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
、鷹
野
文
化
セ
ン
タ
ー
、高
州
地
区
文

化
セ
ン
タ
ー
、高
州
地
区
体
育
館
、ふ
れ
あ
い
の
郷
下
新
田
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、戸
ケ
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、戸
ケ
崎
ふ
れ
あ
い

ひ
ろ
ば
、文
化
会
館
、岩
野
木
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー・岩
野
木
集
会

場
、総
合
体
育
館
、彦
成
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
、彦
沢
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
、ピ
ア
ラ
シ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー
、瑞
沼
市
民
セ
ン
タ
ー
、世
代

交
流
館
ふ
れ
あ
い
パ
ー
ク
、老
人
憩
い
の
家
や
す
ら
ぎ
荘
、シ
ル
バ
ー

事
務
局

★
就
業
相
談
を
実
施
し
ま
す
！

★
就
業
相
談
を
実
施
し
ま
す
！

　

未
就
業
の
会
員
の
皆
様
を
対
象
に
就
業
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

参
加
を
希
望
す
る
場
合
は
、開
催
日
の
5
日
前
ま
で
に
事
務
局
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

①�

11
月
2
日（
水
）�

午
後
3
時
30
分
か
ら

�

三
郷
市
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階
講
習
室

②�

12
月
7
日（
水
）�

午
後
3
時
30
分
か
ら

�

三
郷
市
青
少
年
ホ
ー
ム
２
階
講
習
室

③�

12
月
28
日（
水
）午
後
3
時
30
分
か
ら

�

三
郷
市
健
康
福
祉
会
館
5
階
会
議
室

★★‌‌‌‌

S
M
S

S
M
S（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
）の
送
信
に
つ
い
て

（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
）の
送
信
に
つ
い
て

　
S
M
S（
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル
で
）、セ
ン
タ
ー
か
ら
会
員
の
皆
様
の
携

帯
電
話
に「
事
務
連
絡
、緊
急
連
絡
、就
業
募
集
等
の
お
知
ら
せ
」を

送
信
致
し
ま
す
。

　

事
務
局
に
携
帯
電
話
番
号
を
お
伝
え
い
た
だ
い
て
い
な
い
か
た

は
、携
帯
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
送
信
元
の
番
号
通
知
は
、

◦
N
T
T 

d
o
c
o
m
o
、a
u
、楽
天
モ
バ
イ
ル
を

　
お
持
ち
の
方
：
0
5
0

−5
4
9
1

−4
1
0
5

◦
S
o
f
t
b
a
n
k
、Y
!
m
o
b
i
l
e
を

　
お
持
ち
の
方
：
2
4
2
2
4
4

　
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
ま
す
。

　
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
受
信
に
料
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
が
、携
帯
電
話
の

契
約
プ
ラ
ン（
無
料
通
信
分
が
全
く
無
い
場
合
な
ど
）に
よ
っ
て
は
、

メ
ッ
セ
ー
ジ
本
文
内
の
U
R
L
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
パ
ケ
ッ
ト
通
信

料
実
費
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
一部
キ
ャ
リ
ア（
S
o
f
t
B
a
n
k
、Y
!
m
o
b
i
l
e
、楽

天
モ
バ
イ
ル
）や
機
種
に
よ
っ
て
は
返
信
が
で
き
た
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、実
際
に
は
返
信
で
き
て
お
ら
ず
、送
信
料
も
発
生
致
し
ま
せ
ん
。

　
不
明
な
点
は
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★★‌‌‌‌

会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
貸
与
品
に
つ
い
て

会
員
の
皆
さ
ん
へ
の
貸
与
品
に
つ
い
て

　
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
を
し
て
い
る
会
員
の
か
た
に
、安
全
意
識
の
高

揚
と
セ
ン
タ
ー
の
P
R
を
目
的
と
し
て
、帽
子
と
安
全
ベ
ス
ト
、清
掃

作
業
を
行
っ
て
い
る
か
た
に
は
エ
プ
ロ
ン
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。お
持

ち
で
な
い
か
た
は
、事
務
局
業
務
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、就
業
時
以
外
の
着
用
は
控
え
、退
会
時
に
は
必
ず
ご
返
却

く
だ
さ
い
。

★
時
間
外
緊
急
連
絡
先

★
時
間
外
緊
急
連
絡
先

　

事
務
局
業
務
時
間
外
で
緊
急
事
態（
事
故・ケ
ガ
等
）が
生
じ
た

場
合
は
、左
記
の
携
帯
電
話
に
ご
連
絡
だ
さ
い
。

☎
0
8
0（
1
0
8
5
）7
0
0
8

産業フェスタ2022（三郷市商工まつり）
中止のお知らせ職員募集

　毎年11月に開催している産業フェスタ（商工まつり）が、新型コロナウ
イルス（COVID-19）感染拡大防止のため、昨年度に引き続いて中止さ
れることになりました。
　産業フェスタで販売を予定してい
た女性会員による手芸作品は、健康
福祉会館１階ロビーで販売していま
すので、是非お立ち寄りください。

　公益社団法人三郷市シル
バー人材センターでは職員を
募集しています。
　詳しくは当センターホーム
ページをご覧ください。

手芸の会の会員による作品
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